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長野県障害者運動推進協議会★ 

   ―2015年度協議員総会開かれる― 

◆P１～P4；長野県障碍者運動推進協議会  2015年度協議員総会開かれる 

     P3；白沢仁さん記念講演 

◆P５；またも、とどかない県民の声 －子ども・障がい者福祉医療費の無料化請願は廃案ー 

◆P６；2015年長野県会議員選挙立候補予定者への政策アンケート 

◆P7～P8；2015年度 長野県の新規事業・障害関係予算説明会の報告 

◆P8；お知らせコーナー （このお知らせコーナーへの情報を寄せて下さい。）  

 

紙
面
の
案
内 

二
〇
一
五
年
度
長
野
県
障
害
者

運
動
推
進
協
議
会
の
協
議
員
総
会

は
、
三
月
二
八
日(

土)

、
長
野
市
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

か
れ
ま
し
た
。
一
四
年
度
の
活
動

報
告
の
後
、
同
決
算
、
一
五
年
度

の
活
動
方
針
及
び
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
記
念
講
演
は
、
「
障
害

者
福
祉
危
機
の
時
代
を
切
り
拓

く
、
私
た
ち
の
運
動
」
と
題
し
、

白
沢
仁
さ
ん
（
障
害
者
の
生
活
と

権
利
を
守
る
全
国
連
絡
協
議
会
事

務
局
長
）
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
県

の
新
年
度
予
算
の
説
明
会
並
び
に

意
見
交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 ■
協
議
員
総
会 

開
会
の
挨
拶
に
た
っ
た
松
丸
道

男
代
表
は
、
共
に
暮
ら
す
障
害
の

あ
る
義
弟
か
ら
「
六
五
歳
に
な
っ

た
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
追
い
出

さ
れ
る
の
か
」
と
訊
か
れ
た
こ
と

や
防
災
に
関
す
る
居
住
地
域
の
要

援
護
者
（
障
害
者
・
家
族
）
の
実

情
な
ど
を
具
体
的
に
指
摘
し
、

「
遅
れ
た
障
害
者
福
祉
の
現
状
を

変
え
て
い
く
た
め
に
、
皆
で
十
分
に

話
し
合
い
、
活
動
方
針
を
決
め
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
四
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
原
副
代
表
が
次
の
事
項
を
中
心

に
報
告
し
ま
し
た
。 

①
福
祉
医
療
制
度
改
善
の
運
動
が
、

す
す
め
る
会
を
中
心
に
力
強
く
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
知
事
へ
の
要
請
行

動
、
二
度
に
わ
た
る
県
議
会
請
願
や

委
員
会
で
の
口
頭
陳
情
、
地
域
社
保

協
を
中
心
と
し
た
市
町
村
へ
の
働
き

か
け
な
ど
で
す
。
県
、
市
町
村
と
も

対
象
年
齢
の
拡
大
ほ
か
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
重
要

な
目
標
「
窓
口
無
料
化
」
に
は
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
全
国
で
も
大
き
な
運

動
が
取
り
組
ま
れ
、
窓
口
無
料
化
が

広
が
り
、
長
野
県
の
遅
れ
が
実
感
さ

れ
ま
す
。 

②
国
連
「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
中

身
を
、
当
事
者
で
あ
る
障
害
者
・
家

族
の
仲
間
に
拡
げ
る
こ
と
、
あ
わ
せ

て
県
民
に
理
解
を
広
げ
る
こ
と
に
、

各
団
体
と
協
働
し
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。
障
害
者
の
差
別
解
消
法
施
行
の
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動
き
を
あ
わ
せ
引
き
続
き
の
課
題
と
な

り
ま
す
。 

③
県
と
の
陳
情
懇
談
会
の
開
催
及
び
県

の
予
算
・
事
業
説
明
会
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

④
精
神
障
が
い
者
の
人
権
を
守
る
運
動

と
し
て
、
国
が
示
し
た
「
精
神
科
病
棟

転
換
型
居
住
系
施
設
」
問
題
に
、
全
国

及
び
県
内
諸
団
体
と
協
働
し
、
全
国
・

県
内
の
運
動
に
取
組
み
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。 

⑤
県
社
保
協
及
び
地
域
社
保
協
、
特
別

支
援
教
育
を
考
え
る
総
合
研
究
会
、
介

護
を
良
く
す
る
信
州
の
会
、
Ｊ
Ｄ
や
障

全
協
な
ど
の
全
国
組
織
ほ
か
、
多
く
の

関
係
団
体
と
協
働
し
国
・
県
・
市
町
村

段
階
の
運
動
に
参
加
し
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。 

⑥
広
報
活
動
は
、
第
三
種
郵
便
認
可
問

題
も
決
着
し
、
継
続
し
て
毎
月
着
実
に

発
行
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー

ル
配
信
な
ど
で
要
請
の
あ
る
情
報
を
知

ら
せ
て
い
ま
す
。 

⑦
各
種
相
談
な
ど
要
請
に
応
じ
継
続
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

⑧
国
の
福
祉
施
策
後
退
な
ど
を
受
け
、

全
国
的
な
活
動
も
増
え
組
織
・
財
政
の

強
化
が
必
要
で
す
が
、
会
員
の
高
齢

化
、
障
害
者
及
び
関
係
団
体
の
財
政
難

な
ど
に
よ
り
会
費
や
寄
付
金
が
滞
り
が

ち
に
な
り
、
大
幅
な
赤
字
決
算
に
な
り

ま
し
た
。
緊
急
な
対
策
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

続
い
て
各
団
体
か
ら
、
活
動
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
県
障
害
児
学
校
教
組

関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
い

人
々
と
手
を
つ
な
ぎ
、
学
び
あ
い
な
が
ら

根
気
よ
く
運
動
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 ま

た
、
多
く
の
国
民
・
県
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
実
態
を
し
っ
か

り
掴
み
問
題
点
や
課
題
を
可
視
化
な
ど
分

か
り
易
い
情
報
に
置
き
換
え
て
伝
え
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

憲
法
十
二
条
に
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
私
た
ち
自
身
の
主
体
的
な
運
動
に
よ

り
、
自
ら
の
生
活
や
人
権
、
平
和
や
民
主

主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
、
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

１ 

社
会
参
加
を
目
指
し
た
制
度
改
善
の

取
り
組
み 

⑴
長
野
県
に
お
け
る
「
福
祉
医
療
給
付

制
度
の
改
善
」
に
向
け
て
、
障
害
者
・

家
族
、
関
係
者
並
び
に
県
民
に
知
ら
せ

る
活
動
を
拡
げ
ま
す
。
国
政
に
お
い
て

も
障
害
者
・
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無

料
化
の
運
動
を
協
働
し
て
進
め
ま
す
。 

⑵
障
全
協
の
全
国
的
な
取
り
組
み
に
協

力
し
て
実
施
し
た
実
態
調
査
結
果
を
生

か
す
と
と
も
に
、
障
害
児
者
・
家
族
、

関
係
者
等
の
生
活
実
態
や
願
い
を
集

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
県
と
の
陳
情
懇

談
会
な
ど
を
開
催
し
、
理
解
促
進
及
び

施
策
反
映
を
進
め
ま
す
。 

⑶
障
害
者
総
合
支
援
法
の
課
題
（
六
五

歳
問
題
な
ど
）
解
決
、
介
護
保
険
制
度

の
改
善
の
活
動
を
関
係
団
体
と
と
も
に

進
め
ま
す
。 

⑷
精
神
障
害
者
な
ど
必
要
と
す
る
障
害

者
の
運
賃
割
引
制
度
の
拡
充
を
関
係
団

か
ら
は
中
信
地
区
の
特
別
支
援
学
校
の

再
編
問
題
が
、
福
祉
医
療
給
付
制
度
の

改
善
を
す
す
め
る
会
か
ら
は
、
県
議
会

請
願
や
県
議
会
立
候
補
予
定
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
県
難
病
患
者
連
絡
協
議

会
ほ
か
四
団
体
か
ら
報
告
や
要
望
が
続

き
ま
し
た
。 

 ■
二
〇
一
五
年
度
活
動
方
針 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
部
要
約
） 

本
年
度
は
、
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」

と
の
安
倍
政
権
の
大
号
令
の
も
と
、
新
た

な
「
富
国
強
兵
」
、
社
会
保
障
の
危
機
の

時
代
が
具
体
的
な
施
策
と
な
り
、
国
民
は

も
と
よ
り
障
害
者
・
家
族
に
覆
い
か
ぶ
さ

る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。 

日
本
国
憲
法
も
人
権
に
か
か
わ
る
国
連

の
諸
決
議
も
そ
の
理
念
は
共
通
で
す
。

「
平
和
は
人
権
の
基
盤
」
「
平
和
な
社
会

で
こ
そ
、
障
害
者
の
生
活
や
人
権
が
守
ら

れ
る
」
の
で
す
。
「
障
害
者
を
含
め
た
全

て
の
者
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
平

等
」
の
実
現
が
私
た
ち
の
活
動
の
目
的
で

す
。 こ

れ
ま
で
の
運
動
の
教
訓
と
反
省
は
、

様
々
な
分
野
の
改
悪
の
本
質
が
国
民
に
知

ら
さ
れ
な
い
・
見
え
に
く
い
中
、
分
野
・

団
体
別
に
活
動
な
ど
を
行
い
、
最
終
的
に

押
し
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
こ

と
で
す
。
「
平
和
」
「
民
主
主
義
」
「
人

権
」
と
「
生
活
実
態
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
ま
た
が
る
一
致

点
を
見
出
し
、
高
齢
者
（
年
金
生
活

者
）
、
患
者
・
障
害
者
、
福
祉
・
教
育
現

場
に
働
く
労
働
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
・

体
と
協
働
し
て
働
き
掛
け
ま
す
。 

⑸
東
日
本
大
震
災
、
県
北
部
地
震
等
の

教
訓
を
生
か
し
、
障
害
者
・
患
者
、
家

族
を
含
め
、
全
て
の
県
民
が
安
心
し
て

生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
防

災
対
策
の
充
実
を
働
き
か
け
ま
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
、
学
習
活
動 

⑴
「
障
害
者
権
利
条
約
」
を
障
害
者
の

暮
ら
し
に
生
か
し
働
か
せ
る
た
め
に
、
学

び
広
げ
る
活
動
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
憲
法
や
「
障
害
者
権
利
条

約
」
の
理
念
に
沿
っ
て
、
障
害
者
差
別
解

消
法
な
ど
改
正
又
は
策
定
さ
れ
て
き
た
各

種
国
内
法
の
前
進
面
を
知
ら
せ
活
か
し
た

り
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
再
改
正
さ
せ
た

り
す
る
活
動
を
進
め
ま
す
。 

⑵
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
や
手
話
言
語
条

例
な
ど
県
の
条
例
づ
く
り
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。 

⑶
諸
団
体
と
協
働
し
、
「
福
祉
医
療
給

付
制
度
」
の
実
態
を
調
査
・
研
究
し
、

分
か
り
易
い
資
料
作
り
を
検
討
す
る
と

と
も
に
学
習
活
動
を
進
め
ま
す
。 

⑷
関
係
団
体
や
教
職
員
組
合
な
ど
の
協
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力
の
も
と
、
障
害
児
の
教
育
や
生
活
・

雇
用
な
ど
の
実
態
調
査
を
進
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
諸
団
体
の
学
習
会
等
に
参

加
・
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
大
学
な
ど
専
門
機
関
と
の
共
同

研
究
を
検
討
し
ま
す
。 

⑸
要
請
の
あ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
に

講
師
を
派
遣
し
、
障
害
者
問
題
の
理
解

を
拡
げ
ま
す
。 

⑹
次
々
に
提
起
さ
れ
る
、
社
会
保
障
・

社
会
福
祉
の
「
改
正
」
案
や
動
き
の
情

報
を
可
能
な
限
り
早
く
得
な
が
ら
、
学

習
・
分
析
を
行
い
ま
す
。 

３ 

地
域
ご
と
の
運
動
の
推
進 

⑴
市
町
村
ま
た
は
保
健
福
祉
圏
域
毎
の

運
動
を
進
め
る
た
め
の
組
織
や
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行

い
ま
す
。
当
面
、
社
保
協
な
ど
が
組
織

す
る
市
町
村
に
向
け
た
共
同
行
動
に
参

加
・
協
力
し
ま
す
。 

⑵
諸
団
体
・
地
域
住
民
と
協
力
し
、
市

町
村
に
対
し
充
実
し
た
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
及
び
基
盤
整
備
、
福
祉
医
療 

制
度
の
充
実
、
災
害
・
防
災
に
関
わ

る
計
画
づ
く
り
な
ど
を
求
め
る
運
動
を

進
め
ま
す
。 

４ 

諸
団
体
と
の
連
携
・
協
働
の
運
動 

⑴
社
保
協
、
福
祉
医
療
の
給
付
制
度
の

改
善
を
す
す
め
る
会
、
介
護
を
良
く
す

る
信
州
の
会
な
ど
関
係
諸
団
体
と
連
携 

し
、
医
療
制
度
の
改
悪
に
反
対
す
る
と

共
に
、
福
祉
医
療
制
度
並
び
に
介
護
保

険
制
度
の
改
善
、
国
保
料
の
減
免
制
度

の
拡
充
な
ど
の
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。 

⑵
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国

連
絡
協
議
会(

障
全
協)

、
日
本
障
害
者
協

議
会
（
Ｊ
Ｄ
）
な
ど
の
全
国
組
織
と
協

力
し
、
法
制
度
の
改
正
を
は
じ
め
と
し

た
諸
活
動
を
進
め
ま
す
。                           

⑶ 

憲
法
改
悪
（
と
り
わ
け
九
条
、
二
五

条
）
を
許
さ
な
い
運
動
を
、
障
害
者
・

患
者
九
条
の
会
を
は
じ
め
願
い
で
一
致

す
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
・
個
人
と
協
働
し

て
進
め
ま
す
。 

⑷
す
べ
て
の
障
害
児
者
に
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
障
害
児
の
豊
か

な
教
育
を
進
め
る
会
及
び
教
職
員
、
保
護

者
、
関
係
者
等
と
と
も
に
運
動
を
進
め
ま

す
。 

⑸
加
盟
団
体
等
か
ら
要
請
さ
れ
た
諸
活
動

に
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

５ 

組
織
の
拡
大
・
強
化
及
び
署
名
・
募

金
の
取
り
組
み 

⑴
事
務
局
体
制
並
び
に
組
織
の
強
化
の

た
め
関
係
諸
団
体
と
の
協
議
・
協
働
を

進
め
ま
す
。 

⑵
財
政
の
確
保
の
た
め
、
会
費
の
徴

収
、
寄
付
金
募
集
、
福
祉
統
一
署
名
・

募
金
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
加
盟

諸
団
体
の
協
力
を
得
て
個
人
会
員
（
新

聞
購
読
者
）
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。 

⑶
加
盟
団
体
と
と
も
に
後
継
者
の
育
成

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。 

６ 

広
報
・
相
談
活
動
ほ
か 

⑴
障
害
者
・
家
族
、
関
係
者
及
び
諸
団

体
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
人
権
や
生
活

を
守
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
社
会
福
祉
関
係
団
体
や
成
年
後
見
関

係
諸
機
関
ほ
か
と
の
連
携
を
図
り
ま

す
。 

⑵
月
刊
誌
「
参
加
と
平
等
」
を
月
１
回

発
行
し
、
県
内
外
の
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
情
報
の
提
供
、
各
団
体
の
活
動
の

交
流
、
県
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。 

⑶
当
会
の
発
行
す
る
新
聞
・
パ
ン
フ
の

ほ
か
、
各
団
体
の
発
行
物
を
紹
介
・
斡

旋
し
ま
す
。 

⑷
役
員
、
加
盟
団
体
、
個
人
会
員
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
に
よ
る
連
絡
網
、

情
報
提
供
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や

活
用
を
進
め
ま
す
。 

⑸
障
害
者
問
題
の
理
解
に
資
す
る
諸
活

動
を
関
係
諸
団
体
と
実
行
委
員
会
を
組

織
す
る
な
ど
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

■
記
念
講
演
（
要
旨
） 

白
沢 

仁
さ
ん 

 

は
じ
め
に
、
障
害
者
・
家
族
の
厳
し

い
生
活
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
国
会
の
動
向
と
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
「
企
業
が
儲
か
る

国
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。 １

．
国
会
の
動
向 

 

昨
年
の
総
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
制

と
い
う
選
挙
制
度
の
偏
り
に
よ
り
、

自
・
公
政
権
が
約
三
分
の
二
の
議
席
を

獲
得
し
、
安
倍
総
理
は
「
国
民
の
信
任

を
得
た
」
と
、
国
民
の
願
い
と
は
異

な
っ
た
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
「
企

業
が
儲
か
る
国
づ
く
り
」
を
強
引
に
進

め
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
と
平
和
、
民
主

主
義
は
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
。 

 

一
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
第
一

八
九
回
通
常
国
会
は
、
一
斉
地
方
選
挙

を
は
さ
み
論
戦
・
攻
防
が
続
い
て
い
ま

す
。
特
に
危
険
な
の
は
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
閣
議
決
定
か
ら
始
ま
り
、
自
衛

隊
海
外
派
兵
恒
久
化
法
案
を
通
そ
う
と
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し
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
斉
地
方
選
挙

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
選
挙
後
の
強
行

成
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味

か
ら
は
、
一
斉
地
方
選
挙
で
憲
法
の
改

悪
を
許
さ
ず
「
平
和
」
「
民
主
主
義
」

「
国
民
福
祉
」
を
す
す
め
る
勢
力
の
伸

長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
分
野
で
は
、
社
会
保
障
制
度
改

革
法
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に
基
づ
く
、
社

会
保
障
「
改
革
」
の
第
二
弾
・
第
三
弾

と
し
て
医
療
保
険
、
年
金
、
社
会
福
祉

法
「
改
正
」
案
（
社
会
福
祉
法
人
制
度

「
改
革
」
）
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実

施
関
連
法
案
な
ど
重
大
な
改
悪
法
案
が

目
白
押
し
で
す
。 

  

一
五
年
度
予
算
案
か
ら
も
深
刻
な
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
九
六
兆
三
四
〇
〇
円
の
う
ち
社

会
保
障
費
は
三
一
兆
五
千
億
円
と
三
・

三
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
増

に
追
い
付
か
ず
実
質
マ
イ
ナ
ス
予
算
で

す
。 傷

病
・
障
害
者
世
帯
に
多
い
、
生
活

保
護
費
は
大
幅
削
減
と
な
り
ま
す
。

「
生
活
扶
助
」
は
三
年
間
で
計
七
四
〇

億
円
、
「
住
宅
扶
助
」
は
三
年
間
で
計

一
九
〇
億
円
、
新
た
に
、
「
冬
季
加

算
」
も
約
三
〇
億
円
減
ら
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

介
護
報
酬
単
価
は
大
幅
に
切
り
下
げ

ら
れ
、
真
面
目
に
努
力
し
て
い
る
事
業

者
ほ
ど
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
、
職
員
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
障
害
者
福
祉
関
係
の
報
酬
は

削
る
部
分
が
な
く
「
〇
％
の
改
定
率
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
実
質

マ
イ
ナ
ス
改
定
で
す
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
の
経
済
施
策
に
よ

り
、
世
界
で
一
番
「
企
業
が
儲
か
る
国

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
国
民
を
守
っ
て

き
た
規
制
を
根
こ
そ
ぎ
見
直
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
事
業
へ
の
営
利

企
業
の
参
入
（
市
場
化
）
も
こ
の
施
策

に
沿
っ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
を
見
直

し
、
本
務
以
外
の
地
域
公
益
活
動
を
義

務
化
し
押
付
け
、
お
金
も
人
も
出
さ
せ

よ
う
と
す
る
施
策
は
大
問
題
で
す
。

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
福
祉
法
人
が
実

施
し
て
い
る
事
業
は
「
地
域
公
益
活

動
」
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
本
務
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
政
治
の
役
割

で
す
。 

今
で
も
大
儲
け
し
て
い
る
大
企
業
の

法
人
税
を
減
税
し
、
国
民
に
消
費
税
の

増
税
を
迫
っ
た
り
、
社
会
保
障
関
連
予

算
を
抑
え
込
ん
だ
り
、
さ
ら
に
は
、
社

会
福
祉
法
人
に
ま
で
新
た
な
負
担
を
強

い
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。 

２
．
障
害
者
施
策
を
め
ぐ
る
動
向 

障
害
者
権
利
条
約
の
締
結
国
と
し

て
、
進
捗
状
況
を
国
連
に
報
告
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
科
省
は

「
特
別
支
援
教
育
の
水
準
は
権
利
条
約

を
満
た
し
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
厚

労
省
も
総
務
省
も
基
本
的
に
は
同
じ
姿

勢
で
す
。
二
年
後
の
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー

ト
作
成
に
つ
い
て
、
既
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

他
方
、
障
害
者
団
体
側
も
様
々
な
議

論
が
あ
り
、
実
態
調
査
を
実
施
し
、
国

に
対
抗
し
現
状
を
知
ら
せ
る
レ
ポ
ー
ト

作
成
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
単
な
る
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
実
態
に
基
づ
き
、
条
約
に
ふ
さ
わ

し
い
施
策
づ
く
り
を
行
い
示
し
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
障
全
協
は

こ
の
方
向
で
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。 障

害
者
差
別
解
消
法
の
実
施
に
向
け

た
運
動
も
大
切
で
す
。
私
た
ち
は
「
差

別
禁
止
法
」
策
定
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
「
差
別
」
の
定
義
す
ら
な
い
、

大
変
不
十
分
な
「
差
別
解
消
法
」
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

は
、
前
進
面
を
実
現
さ
せ
る
運
動
が
必

要
で
す
。
新
年
度
は
法
施
行
の
準
備
期

間
で
す
。
先
ご
ろ
内
閣
府
か
ら
都
道
府

県
ほ
か
に
向
け
「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
基
本
方
針
の
策

定
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
県
等
に
は
、
「
市
町
村
、
関

係
機
関
・
団
体
及
び
住
民
に
対
し
て
…

基
本
方
針
の
内
容
を
広
く
周
知
」
さ
せ

る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
っ
て
法
施
行
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

行
政
は
「
対
応
要
領
」
作
成
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
独
自

の
条
例
作
成
も
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

諸
機
関
・
団
体
、
関
係
業
界
向
け
の
対

応
指
針
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
示
す
こ
と

も
大
切
な
視
点
で
す
。
長
野
県
と
し
て

の
運
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
三
年
後

の
見
直
し
作
業
の
動
向
も
注
視
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
自
立
支
援
法
違
憲
訴

訟
団
と
の
和
解
文
、
「
骨
格
提
言
」
な

ど
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か

し
、
政
府
の
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
か

ら
、
「
自
立
支
援
法
反
対
」
関
係
者
は

全
員
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
事
者
も
い

な
い
。
と
て
も
民
主
的
で
前
向
き
な
議

論
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
大

き
な
運
動
が
必
要
で
す
。 

高
齢
障
害
者
・
介
護
（
六
五
歳
問

題
）
、
精
神
障
害
者
の
人
権
問
題
（
病

棟
転
換
型
居
住
系
施
設
）
、
障
害
児
支

援
・
子
ど
も
子
育
て
新
制
度
、
障
害
基

礎
年
金
不
支
給
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
も
、
国
・
県
、
市
町
村
段
階
で
連

携
し
て
運
動
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
各
自
治
体
独
自
の
課
題
も

重
視
し
、
障
害
者
・
家
族
当
事
者
の
実

情
に
合
わ
せ
た
運
動
を
深
化
さ
せ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 



（５） 2015年 3月28日 417号     参加と平等 県推協新聞                 （第三種郵便物認可）                       

 

福
祉
医
療
給
付
制
度
の
改
善
を
す
す

め
る
会
（
以
下
、
「
す
す
め
る
会
」
）

が
二
月
県
議
会
に
提
出
し
て
い
た
、

「
子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
を
求
め
る
」
請
願
が
三
月

十
一
日
、
県
民
文
化
・
健
康
福
祉
委
員

会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

審
議
に
際
し
、
す
す
め
る
会
の
湯
浅

事
務
局
長
が
下
記
の
三
点
を
中
心
に
意

見
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。 

①
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
の
貧
困
が
深
刻

な
状
況
に
あ
る
中
、
子
ど
も
・
障
が
い

者
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
は
、
当
事
者

や
家
族
に
と
っ
て
切
実
で
あ
る
こ
と
。

②
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
で
償
還
払
い

を
と
っ
て
い
る
十
道
県
の
中
で
、
石
川

県
や
岩
手
県
が
窓
口
無
料
化
を
決
め
る
な

ど
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
北
海
道
、
埼
玉
県
は
、
道
県
の
制
度

は
償
還
払
い
で
あ
る
が
、
市
町
村
の
ほ
と

ん
ど
は
窓
口
無
料
を
実
施
し
て
お
り
、
長

野
県
は
明
ら
か
に
「
窓
口
無
料
化
後
進

県
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

③
現
物
給
付
方
式
（
窓
口
無
料
化
）
へ
の

決
断
に
は
、
国
か
ら
の
不
当
な
国
保
補
助

金
削
減
を
含
め
一
定
の
財
政
負
担
が
伴
う

が
、
こ
の
施
策
は
、
子
ど
も
・
障
が
い
者

に
と
っ
て
「
い
の
ち
」
に
か
か
わ
る
重
大

問
題
で
あ
り
、
「
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
や
障
が
い
者
福
祉
の

向
上
を
図
る
上
で
、
窓
口
無
料
化
は
優
先

さ
れ
る
べ
き
政
策
課
題
で
あ
る
」
こ
と
。 

委
員
会
で
の
若
干
の
質
疑
を
経
て
、
小

島
康
晴
委
員
長
（
改
革
）
が
審
議
未
了
を

提
案
し
ま
し
た
。
藤
岡
義
英
（
共
産
）
、

永
井
一
雄
（
改
革
ク
）
委
員
が
委
員
長
提

案
に
同
調
せ
ず
、
挙
手
に
よ
る
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
委
員
長
の
審

議
未
了
に
対
し
賛
成
六
名
（
自
民
三
、
改

革
一
、
県
政
な
が
の
一
、
公
明
一
）
、
反

対
二
名
（
共
産
一
、
改
革
ク
一
）
と
な

り
、
審
議
未
了
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
県

議
会
議
員
選
挙
を
控
え
、
今
議
会
が
最
終

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
請
願
は
審
議
未

了
、
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
議
会
と

今
議
会
の
請
願
に
寄
せ
ら
れ
た
十
万
筆
を

超
え
る
県
民
の
願
い
は
、
残
念
な
が
ら
ま

た
も
県
議
会
に
は
と
ど
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

■
全
国
に
広
が
る
「窓
口
無
料
」 

○
福
井
県 

 

福
井
県
議
会
で
は
、
今
二
月
県
議
会

に
お
い
て
、
「
子
供
の
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
お

け
る
支
払
い
が
不
要
な
助
成
方
法
に
変

更
す
る
こ
と
」
と
の
請
願
が
、
県
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
の
三
団

体
合
同
で
提
出
さ
れ
、
全
会
派
一
致
で

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

○
青
森
市 

 

青
森
市
議
会
で
は
、
鹿
内
博
市
長
の

「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
（
窓
口
無

料
）
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
」

条
例
案
に
対
し
て
、
市
民
の
賛
同
署
名

が
集
ま
り
、
賛
成
十
八
反
対
十
二
（
退

席
四
人
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

八
月
か
ら
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
自
民
・
公
明
な
ど
の
一
部
議
員
が

反
対
し
、
「
非
課
税
世
帯
」
を
対
象
に

し
た
修
正
対
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
否

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 ■
議
会
選
挙
立
候
補
予
定
者 

 
 
 

 
 

 

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 
す
す
め
る
会
は
、
四
月
に
行
わ
れ
る

長
野
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
に
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
す
す
め

る
会
の
願
い
で
あ
る
次
の
四
点
で
す
。

―子ども・障がい者医療費の 

        窓口無料化請願は廃案 ー 

①
「
窓
口
無
料
化
」
へ
の
賛
否 

②
窓
口

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
対
す

る
国
の
不
当
な
国
庫
補
助
金
の
削
減
に
対

す
る
賛
否 

③
長
野
県
独
自
の
受
益
者
負

担
金
（
一
レ
セ
プ
ト
当
り
五
百
円
）
を
中

止
す
る
こ
と
へ
の
賛
否 

④
助
成
対
象
者

を
拡
大
す
る
こ
と
へ
の
賛
否 

二
月
末
ま
で
に
立
候
補
を
表
明
し
た
八

一
名
の
立
候
補
予
定
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
三
七
名
（
回
答

率
四
六
％
）
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

党
派
別
回
答
者
数
・
率
は
表
の
通
り
で

す
。 問

一
の
「
窓
口
無
料
化
」
に
対
す
る
賛

同
は
、
共
産
党
候
補
者
が
全
員
賛
成
し
た

ほ
か
、
無
所
属
の
半
数
弱
が
賛
成
し
て
い

ま
す
。
問
二
の
「
国
庫
補
助
金
削
減
」
に

反
対
は
、
回
答
者
の
約
七
割
と
な
り
、
私

た
ち
の
願
い
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
問
三

の
「
受
益
者
負
担
金
徴
収
中
止
」
に
つ
い

て
は
、
賛
成
が
共
産
党
全
員
、
反
対
は
自

民
党
の
回
答
者
全
員
と
党
派
に
よ
る
施
策

の
違
い
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
問

四
の
「
助
成
対
象
拡
大
」
は
回
答
者
の
半

数
以
上
（
約
五
五
％
）
の
賛
成
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。 

「
窓
口
無
料
化
」
に
つ
い
て
条
件
次
第

で
は
賛
成
に
転
じ
る
者
が
多
い
可
能
性
が

高
く
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
対
す
る
県
民

の
判
断
が
注
視
さ
れ
ま
す
。 

(

次
ベ
ー
ジ
表
は
「
す
す
め
る
会
ニ
ュ
ー

ス
」
よ
り
転
載
） 
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★ 会費の早期納入、立ち上がり募金のお願い 
 2015年度がスタートしました。福祉等をめぐる情勢は厳しく、4月から国会

要請、各省交渉を予定しています。14年度決算は赤字となり活動に支障が出てい

ます。事務局としても最大限の努力をしますので、新年度会費の早期納入をお願

いします。また、可能な方は、立ち上がり募金にご協力ください。 

  

★補聴器を正しく知る講座＜塩尻＞ 

 ～補聴器の役割と仕組み、選び方と買い方、使い方の基本を学ぶ～ 

  日 時；平成２７年５月１６日（土）午後１：００～３：００ 

             （受付：午後１２：３０～） 

  場 所；塩尻市民交流センター（えんぱーく）401A・B会議室 

       （３９９－０７３６ 塩尻市大門一番地１２番２号） 

  講 師；公益財団テクノエイド協会 試験研修部 前川直子さん 

＜問合せ先＞ 長野県聴覚障がい者情報センター  

〒381-0008 長野市下駒沢５８６ TEL.026-295-3530 FAX.026-295-3567 

          E-mail:sun-lib@mx2avis.ne.jp   


